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菩艦山発電所

淀川水系の総含鰯発計爾の一部あして字湖紳流宥

岸の喜撰山憾釆ケ瀬調整漉を剰周する純揚氷発霜所湯糖

設されている曲

喜撰山とは九抵紀の歌人で浅歌仙のひ些り鐵泌れた

喜撰法廓秘魔をζζ綻緒杉想塗伝免塗れる怒芯るで小

倉百人一首熔欝ば杓郁鴻嚇湯塘は都の怒つみ魔ぞす

む世を字治凶坐人鰍功溶伽という字治江燃ζの

喜撰山で掩る曲ζの付遊は滋賀爆を凍都府の爆蟻逓く

で字治川ラインと呼凄れる凝勝地で麓琶湖がら流れ

出す瀬囲州は京都府ぽ入って字治川となり下流に建設

された天ヶ瀬タムによって四拳を通じ水を満康をたた

え沿岸はノ･イキングコｰスとして釦られ鶴沈船がか

よっていることで知られている.喜撰山はごの宇治川､

の北にあって支流寒谷川の最上流で標高蝸㎜である｡

1.ロックフィルダム

揚水発電の上部調整池のため喜撰山の南東側の谷す

なわち寒谷川の上流の一部を壊めて漂ツクフィルダ

撰山断層匁どのため地層はかなり摺曲作用を受けか

つ表土近くには風化侵食作用かはなはだしい,

璽カダ冷やアｰチダムを造るにはそれ棉当の堅硬匁岩

盤か必要であるがここの地質事情は岩石の風化侵食が

はなはだしく必ずしも鴛ンクリｰトダムには適さ抵い｡

このようぽ強い基盤を求めることのできない場合土と

岩看で一種の山を築いて水をせき止める蟻ツクフィルダ

ム形武が周いられる｡

土&岩看で小山を築くといっても巨大な水量を支吏る

のだから簡単ではない｡戯繭図のようにダムの串心部

は鴛ア(忠〉と呼ぱれそこには粘土を横みあげその

両側は二重のフィルタｰをあて淡いそれから土砂醗を

つみあげる､水が少しでも漏れては租らない｡喜撰

山の場倉230万が紀逮する土砂礫が必襲と巷れる｡員

本で一番大きい浜ツクフィルダムは昭和3像年に完成した

岐鼻県の御母衣ダムである.喜撰山の揚合御母爽の経

験と技術を急遠に吸収しそれに最近の機械機動カをフ

ルぽ清用して鋭意この地のダム建設は金カをあげている､
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原看山が近いという好条件も手伝ってすでぽダムの盛

り土は60%以上も進み万題博覧会の開催される1970年

には一大人工湖ができ上り発電の一部は開始するとい

われている.

原石山はダム現場から西南方約500脈ほどしか離れて

い匁いところで大きくみて喜撰山の南山麓ともいう山

でこの山が四段に区切られさく岩機がうなりシ圏

ベル均一がくずれた土砂を集積しこれを黒部川第四発

電所の建設のとき活躍したといわれる魏トン積みダン

鰯薯寧総州村近の地質鰯(京都遜館の地質鰯よ曼)

プで矢継ぎ早ぼ操石し淀原石をすっぽりとダムに驚んで

行く.この原宥山の地質もやはり古生層の砂砦秘潟も

なもので申に砂砦と粘板砦の互層や看英の紬脈が見受

けられる｡そして地表近くはかなり風化しかつ山頂

部には洪積層と思われる砂質粘土層もある､岳これらを

ふるいわげして賞アに積みあげフィル孝一部に用い

回ックとして使っている.やがてその土秘盛りあ秘っ

て高さ9肺頂長267㎜頂幅11m最大敷幅441,067㎜

のダムとなり水を谷いっぱいにだた克るわけである.

その水ほ宇治川の流水を天ケ瀬ダ谷でせき止めてつくっ

た巨大匁貯水池の水を使用する.すなわちその水を発

電所のポンプで汲みあげダムで作っ淀沌へ入れるので

ある.

蟹｡揚水発電

揚水発電所とは夜間あ襲った電力を利用して下部調整

池の水を上部調整池にくみあげて潟慧昼間のピ㍗ク時

⑬欝綴凶樽㌶索漠濠災繊淡麓燦潔※淡イド

⑱鱒〃淘淡夢紘念ン夢一審錐登の馨籔

ダム喰ン夢鮪虹鰯測器類が埋設してある�
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図遂樽ヅタソイ於ダムの鱗繭鰯

にその水を便りて発電しようとするものである串ζの

ため水車はポンプ水車とい夢特殊なもので遼回転すれ

ば発電機を蛮わす水軍おなり逆回転すれば嫌ンプおし

て働くこの場合発電機は電動機となる｡ζこの上部

調整池には川などの自然流量カミなく水をすべて下部調

�

至篤W/時の鷲カ撮を消費して揚水洗斑すると起きる電力榊ま

0｡猟W

独炎(鋤描炎(伽)

拠碓⑪､蔓

変圧鶉｡.5

鰯収鷲カ供総鹿力

団5揚水瀦鰯の効率

3｡地下発欝所

ダム地点から宇治川本流にくだると工事用はかけられ

た大きい橋淋み克る.それか喜撰山大橋である､そ

のすぐ上流布瀞ぽ大書な正方形のコンクリｰトの立方体

が水に沈もうとしている.これが取水口であり放水

口である.天ケ瀬調整池の水位を下げることがきで狂

いので潜函工法で沈めて行こうとしている,沈みき

ると鷲ンクリｰトに穴をあけ宇治川の水を吸いあげ

る口とし談た水を吐蕃だすところとなる率

そのすぐ左手に坑道がある.発電所掘削現場に通じ

てその刺碩1大な地瞭⑳爽洞窟淡砂蟻け窓く砦機淋

う抜り妙葛め彩濃霧搬衰勢隊煙胴泣ぢ蕊め火薬の

⑳凝積出繰覆艦籔をむて磁擬綴織

においが鼻孔を期す､空洞の大きさは高さ46.鹸幅

23.25㎜長さ闘鰍でその断面の大書きは黒鵬をしの

ぐという謂ここに二台のポンプ水薬と発電冷導機がす

えつけられる､放水路調圧水槽水圧管路扱星ほ

とんどの主要掘さく坑道はでき上り坑外のダム完成と

ともは騎氷発電の準備は進められている軸

(鎌瀞島は爽鰍麺張蕨)

⑥鰯トン織みダンプ湊一�
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鰯嚢蕩撰山水カ溌簸獄紬

⑯

水圧鍛管直径名馳

⑫寧治川釆ケ鰯縫氷漉内牢か1タ島扱淀馨撰ゆ大構

⑧潜堕擦で沈めて畷く敢氷Q激派口(工察宇)

1､逆且器幻

地質学論集篤王号r地向斜堆穣物の総合的研究J

松本濠郎編(日本地質学釦鰯寧?月発狩本文81ぺ一ジ)

本誌は工鰯牟嬉月2師泰飽質学会75周年記念討論会(於

東京大学)の一つとして催慧杓花シン余ジウム訂地陶斜携積

物の総資約研釦(世請人･松本達郎1崖詞カ偉1兼乎慶一

郎1急峻常温)での講演討論の論文を徴請人代表者松本逮

郎が編集したものです.

ζのシン球ジウムは研究対簸あしてわが團でも撮も重要

なものの一繊で鳶蕃飽陶斜堆積物｡洲､て替方繭の欝一線

の専門象か翼在の研究成果を国際的摸野に重りて裏をめ今

後の問題点を整理し将来の簾望を行な筒花画期的なもので

あり嚢す｡本論文集はζのシン球ジウふの記録であり各

論文での引用文漱員録も本誌の利用価値を高めています.

とくに学生には教科書的にも役立ちます.

本論集には次のような内容が盛られています.

1.序論1松本蓬郎

2.ま胞向余\の鋪隻竈糞壕姦葦覇嚢{製ヨ甜添季芽姦更套露

3.地陶斜;鴫汐馳'嚢功器ηツジ狐:志岐轍渥･木村審彦｡原

悶哲朗

4.地陶斜の火山性物質に伴う嬢積物:葡米食亀齢

5.地南斜地裁の鉱床とく紀古生層中のマンガン鉱床の分布1広

渡文剰

6.グリｰン勢フ地域における錐頚盆麹の発生｡発展と変質1変成

作用:麟閏至則･島簿兇夫･着村尚久

?.地殉斜蟻薇掬の続成･変成をく1こ沸石質変質について:手島

繍一

慈.鋤胸斜雑積物にお1する石滋理化学論:準鳥信義由洞P一難

級鋤胸斜蟻鏡物巴おげる宥漁貯綴の藻僚:沫芥溝エ･池辺穣

狐魏微の飽胸斜牲堆鏡物:佐藤篠瓢

玉1.総合討論

この論集第王号は学会本蔀で扱っていますカミ編集委員会

のおかれ花九州大学理学部地質学教室(代表松本達郎)でも

販売していますのでご刹周く怒慈い,値段および申込要領

は次の通りです白

金員;遂⑪o悶令選科(夏搬6⑪縄)

勢会員:葛⑪⑪円余港料(玉繍蝸)

拠方漆:鰯綴援欝登謂臓く漣{･

橿閥鵡鰯

地質学論難欝夏繋綴鍛繋貴会

橿岡稀箱臓町施洲大学鰹学部地質学教室�


